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全体会　9：30～12：00　

〔基調講演〕統合失調症と認知行動療法―退院促進と地域ケアの援助技術―　　

講師：安西　信雄（国立精神神経センター精神保健研究所　社会精神保健部長）

　厚生労働省の調査で、現在精神科に入院している方の中の7万2千人は環境が整えば退院可能な方であることがわかった。それを受けて退院促進研究班を構成し、長期入院患者がどうすれば地域に移行して安定した生活を送れるようになるのかを研究している。

　ある研究によれば、長期在院患者の退院を阻害する要因として、自発的生活リズムを保つことの困難性、金銭管理の問題、好褥的生活などの困難性、陽性症状が持続し病識が不十分である場合が多く、家族のサポート能力が乏しいことが挙げられた。また退院困難理由としては、ADL、IADLの問題家族支援の乏しさ、本人の病識や意欲、現実検討能力などが挙げられた。この結果から退院促進には、住む家などの環境条件を整備するだけでなく、本人のADL,IADLを向上させること、周囲の人々との協力関係が維持できること、服薬や通院の継続などの疾病自己管理がある程度行えることが必要であると言える。また、退院への不安を受け止め、退院への動機付け、退院後の目標を本人と共同で考えていくことが重要となる。

〔考察〕

　環境が整えば退院できるというのは、環境の中にデイケアも含まれているのだと思う。デイケアは、退院後の生活を支援する場所であり、退院や地域生活に不安を持つ方たちの安心できる場所の一つとならなければならないと感じた。また退院はしたものの、疾病自己管理や日常生活能力が十分でない方もいるだろう。そういう方に対して、地域で安定した生活を送れるように援助する場所として、デイケアでのSST、心理教育などは重要となるのだと思う。

〔報告〕

１「更生保護のSST」　講師：東京保護観察協会　敬和園　　高橋和雄

更生施設とはどのような施設であるかの簡単な説明を行った。

犯罪や非行を犯した人の中で、頼るべき家族や縁故者がおらず、社会復帰の意欲が強くてもそれが難しい環境に置かれている人がいる。更生保護施設とは、このような人たちに宿泊場所や食事を提供し、様々なアドバイスをするなど必要な保護を行い、１日も早く社会復帰が果たせるように手助けをするところである。
保護を受ける人は、刑務所や少年院を満期で出所･退所した人や、刑務所を仮出獄中の人、少年院を仮退院中の少年、刑の執行猶予や起訴猶予処分を受け身柄の拘束を解かれた人、家庭裁判所で保護観察及び試験観察に付された人となっている。
　更生保護施設では、対人関係の問題の対処法、ストレスの対処法などを身に付けるためSSTを行っている。SSTを行うことが、再犯率を下げることにつながる。

〔考察〕

　更生保護施設がどんなところであるのかを知る機会となった。精神障害者に対するSSTしか知らなかったため、他の分野でどのようにSSTを取り入れているのかを知ることが出来た。実際にどのようなSSTを行っているのか見てみたいと感じた。

２「こどものSST」　　講師：児童養護施設　藤聖母園　　萩谷　寛

　施設に入所している半数以上が被虐待児である。虐待を受けてしまったことで行動に問題のある児童の、対人関係問題の対処法、感情表出をスムーズにできるようになることを目的としてSSTを取り入れている。児童相談所と連携して行っていたが、児童相談所で関わることが出来なくなりSSTを続けるかどうか検討することになった。施設職員がSSTの効果や必要性を感じ、職員でSSTを行うことになり現在も継続している。

グルーピングの問題があり、年齢層や性別などを考慮し毎年グループを変えて行っている。

〔考察〕

　SSTを続けるかどうか、となった時に、SSTは必要だから自分たちでやってみようと考え、現在も継続していると言う話を聞き、続けていて意味のあるものだと感じられないでいる自分に気がついた。自分がやっているSSTに自信がなく、これでいいのだろうか、効果はあるのだろうかと時々不安になってしまうことがあるが、行う職員が必要だと感じて続けていかなければ、効果はなくなってしまうのだろうと思う。続けることで見えてくることはたくさんあるのだろうし、意味のあるものにするために自分の技術を高める事が必要なのだと感じた。

13:00～16:00　経験交流コース３：デイケア　　

講師：自治医科大学精神医学教室　　岩田　和彦　先生

　現在デイケアに勤務している看護師、ソーシャルワーカー、作業療法士、栄養士など8名が参加。

始めに自己紹介と自分の勤務するデイケアの現状、課題について話をする。多く話題が出たのは、

「年齢層の幅が広くなってきている」「肥満の方が増加し運動プログラムや栄養教室などの必要性が感じられる」「就労準備のプログラムを行っている」ということだった。

〔講義〕デイケアとは何か

　　　　　　　　　　　SILS（social　and　independent　living　skill）


Living　Skill　　　　　　　　Social　Skill　　　　　　Illness　Manegement　Skill　

　　　食生活･身だしなみ　　　　　　感情や要求を他者に　　　　　服薬自己管理能力

　　　金銭管理・公共機関　　　　　伝える助けとなり、　　　　　症状自己管理能力

　　　の利用など　　　　　　　　　対人的な目的を達成　　　　　ストレス対処技能など

　　　　　　　　　　　　　　　　　することを可能にする

　　　　　　　　　　　　　　　　　全ての行動


　　　日常生活指導　　　　　　　　　　　SST　　　　　　　　　　　　　心理教育

現在わが国の精神科デイケアが果たしている役割のなかでも、

1 日常生活維持のための居場所の提供

2 再発予防とストレス対処能力（社会的問題解決能力）の向上

3 就労（復職・復学を含む）を目指した準備訓練の場

この3つが重要な役割であると考えられる。これまでは日常生活支援の場としての役割がデイケアに求められていたが、今後は社会復帰施設の増加に伴い、その役割は次第に上記の②･③に移行していく事が予想される。③に関しても、就労支援の専門機関が発展していくことによって徐々に役割は薄れていくと思われる。特に医療機関に付属するデイケアでは、再発予防のための疾病自己管理技能、対人関係で生じる問題解決技能、さらにストレス対処技能の向上などを目的とする治療訓練型のデイケアが求められ、その結果SSTや心理教育、就労準備プログラムを取り入れるデイケアが増えてきたが、具体的な治療援助技術の普及は米国の治療訓練型デイケアと比較すると決して十分とは言えない。

個々のデイケアの性質を決定するものとして、そこで提供されるリハビリテーションプログラムの種類は重要である。もちろんデイケアという『空間』自体も精神障害者の生活する力を回復させる力となり得るが、これをデイケアのハード部分とするならば、毎日のプログラムはソフトとして位置づけるが出来るだろう。デイケアの優れたところは、これらのソフト部分、種々のプログラムを自由に組み合わせる事が出来るところにあり、組み合わせが利用者のニーズに適合すると、大きな効果を期待できるところにある。

〔意見交換〕デイケアで行っているプログラムについて

　ぞれぞれの施設で行なっているプログラムについて意見交換を行う。

藤代健生病院デイケア　看護師

月曜から土曜まで週6日実施。登録者数は約160人。メンバーはプログラムの選択登録制としている。現在あるプログラムは、SSTや料理、華道やカラオケ、入浴など40前後。週に1度は外部からの講師を招いてプログラムを行い、その時間はスタッフ全員の勉強会の時間としている。メンバーに合ったプログラムを考えているうちにプログラムがどんどん増えてしまい、スタッフの手が回らなくなってきている。何が必要なプログラムなのか検討し、プログラムを減らしていきたいと考えている。

大森病院デイケア　ソーシャルワーカー・作業療法士

　月・火・木・金の週4日実施。創作活動や運動、ミーティング外出プログラムなどが曜日ごとに決まっている。就労準備のグループがある。

舞岡病院デイケア　看護師

　プログラムはSSTや料理、運動や創作活動などを曜日ごとに決めて行っている。就労準備の為のグループを作りプログラムを行っていたが、デイケアスタッフとしての限界もあり、今は出来ていないのが現状である。SSTを行なう上で現在困っている事は、SSTは必要と思われる方だけを対象として行なっているが、そうでない方もSSTに参加したいと言うこと。参加したいと言うのを拒む事はできないが、そうするとレベルや目的が違う為SSTが進めづらくなっている。

みさと協立病院デイケア　作業療法士

　月～金の週5日実施。昼食は自分たちで用意するため、午前は料理を行っている。午後は創作活動や運動が多い。

埼玉精神神経センターデイナイトケア　ソーシャルワーカー・栄養士

　平均年齢が30代で比較的若い方が多いため、運動プログラムや外出プログラムなどを取り入れている。

　肥満傾向の方が増えてきており、月に1度栄養士が栄養教室を行っている。

〔考察〕

　デイケアでのSSTの進め方についていろいろ意見交換しながら勉強できればと思い参加したため、SSTの進め方まで話題が行かず残念だったが、それぞれのデイケアで行っているプログラムについて具体的に話を聞くことが出来た。内容は同じプログラムでも進め方はそれぞれの施設で異なり、自分では思いつかなかった方法もあって、新たな発見がたくさんあった。「メンバーの目的・目標はそれぞれ違い、一人一人に合ったものを提供したいと考えるとプログラムはどんどん増えていってしまう。けれどもただ増やしたからといってそれがいいとは限らない。大事なことは、今あるプログラムをどうやって進めていくのか、一人一人にあった意味のあるものにしていくかということだ」という講師の言葉で、改めてプログラムの重要性を感じた。実際にどの施設でも行なっているプログラムにそれほど変わりはなかった。しかし進め方やスタッフの技量が違うことで、プログラムのもたらす効果は全く変わってしまうのだと思う。今までの自分は新しいプログラムを考えることばかりに意識が向いていたことに気づき、新たなものを取り入れる前に、現在行っているプログラムをよりよいものに見直すことがまず必要なのだと感じた。今まで他のデイケアの話を聞く機会がなかったので、今回の体験は自分にとって良い刺激となった。今回聞いたこと､感じたことをこれからに生かして行きたいと思う。









